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２
０
１
０
年
度
は
新
政
権
と
な
っ
て
初

の
当
初
予
算
編
成
と
な
っ
た
。
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
、
「
地
域
主
権
」
と

い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
背
景
に
、
地
方
財

政
は
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
も
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
国
が
策
定
す
る
「
２
０
１
０
年

設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
な
ど
の
社
会
保

障
費
を
中
心
と
す
る
一
般
行
政
経
費
が

29
・
４
兆
円
（
8.0
％
）
と
大
き
く
伸
び

て
お
り
、
ま
た
、
鳩
山
政
権
が
打
ち
出
し

た
1.1
兆
円
の
地
方
交
付
税
加
算
の
方
針
を

受
け
て
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例

費
９
、
８
５
０
億
円
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
麻
生
政
権
で
創

設
さ
れ
た
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
（
５
、

０
０
０
億
円
）
を
廃
止
し
て
、
暫
定
的
に

新
た
な
費
目
を
起
こ
し
た
も
の
で
、
総
額

は
そ
の
ま
ま
地
方
交
付
税
の
算
定
に
反
映

さ
れ
、
農
山
村
な
ど
の
条
件
不
利
地
域
へ

の
配
分
に
手
厚
く
格
差
是
正
機
能
を
強
め

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
1.1
兆
円

の
う
ち
残
り
の
加
算
分
は
一
般
行
政
経
費

の
単
独
事
業
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
公
共
事
業
に
か
か
わ
る
投
資
的
経
費
は

マ
イ
ナ
ス
15
・
３
％
と
減
少
し
て
お
り
、

全
体
と
し
て
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」
の
政
策
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
地
財
計
画
の

歳
出
構
成
に
反
映
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ

て
い
る
。

度
地
方
財
政
計
画
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の

現
状
か
ら
今
後
の
地
方
財
政
の
方
向
を
展

望
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
簡
単
に
地
方
財
政
計
画
（
以
下

「
地
財
計
画
」
と
呼
ぶ
」
）
に
つ
い
て
解

説
し
よ
う
。
地
財
計
画
は
、
政
府
が
策
定

す
る
地
方
全
体
の
一
般
会
計
（
普
通
会

計
）
収
支
見
通
し
で
あ
り
、
国
会
の
新
年

度
予
算
審
議
の
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
、

国
に
よ
る
地
方
全
体
の
財
源
保
障
枠
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
地
財

計
画
の
収
支
と
い
う
の
は
標
準
的
な
行
政

経
費
と
通
常
の
収
入
見
込
み
を
積
算
し
た

も
の
で
あ
り
、
実
際
の
歳
出
規
模
と
は
異

な
る
。
た
と
え
ば
２
０
０
８
年
度
の
地
財

計
画
と
決
算
総
額
を
比
較
す
る
と
地
財
計

画
が
82
・
６
兆
円
、
決
算
の
歳
出
総
額
が

89
・
７
兆
円
と
７
％
程
度
下
回
っ
て
お

り
、
一
回
り
小
さ
い
財
政
規
模
が
標
準
と

し
て
見
積
も
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
最
初
に
歳
出
が
積
算
さ
れ
、
給

与
関
係
経
費
、
一
般
行
政
経
費
、
投
資
的

経
費
、
公
営
企
業
繰
出
金
な
ど
、
法
令
に

よ
る
規
定
や
補
助
基
準
、
各
省
庁
の
予
算

編
成
、
自
治
体
の
政
策
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
て
算
定
さ
れ
る
。
一
方
歳
入
で
は
、
通

常
の
歳
入
見
込
み
が
積
算
さ
れ
、
地
方

税
、
地
方
交
付
税
の
法
定
率
分
、
国
庫
支

出
金
、
地
方
債
の
通
常
発
行
分
な
ど
が
算

定
さ
れ
る
。
な
お
、
地
方
交
付
税
の
法
定

率
分
と
い
う
の
は
地
方
交
付
税
法
と
い
う

法
律
で
国
税
５
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
の
一
定
割

合
と
さ
れ
て
い
る
分
で
あ
る
。
ま
た
地
方

債
の
通
常
発
行
分
と
い
う
の
は
、
国
の
補

助
事
業
や
地
方
の
単
独
事
業
な
ど
を
踏
ま

え
た
公
共
事
業
に
要
す
る
借
入
の
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
収
支
を
付
き
合
わ
せ
て
財
源

不
足
が
生
じ
た
場
合
に
そ
の
収
支
尻
を
あ

わ
せ
る
た
め
に
国
が
講
じ
る
財
源
対
策

を
、
地
方
財
政
対
策
（
以
下
「
地
財
対

策
」
と
呼
ぶ
）
と
呼
ん
で
い
る
。
地
財
対

策
は
主
に
地
方
交
付
税
の
加
算
や
地
方
債

の
増
発
な
ど
が
あ
り
、
最
終
的
に
歳
出
規

模
に
応
じ
た
歳
入
が
確
保
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
地
財
計
画
は
地
方
に
対
す
る
財

源
保
障
枠
と
見
な
さ
れ
る
。

　

２
０
１
０
年
度
の
地
財
計
画
は
82
・

１
兆
円
（
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
0.5
％
）
と

２
年
連
続
で
減
少
し
て
お
り
、
ピ
ー
ク
で

あ
る
２
０
０
０
年
度
の
89
・
３
兆
円
か
ら

約
７
兆
円
も
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

公
債
費
を
除
く
一
般
歳
出
で
は
約
66
・

３
兆
円
（
0.2
％
）
と
３
年
連
続
で
増
加
し

て
お
り
、
実
質
的
な
財
源
保
障
枠
は
拡
大

し
て
い
る
。　

　

歳
出
の
内
訳
を
み
る
と
生
活
保
護
や
新
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歳
入
の
見
通
し
で
は
地
方
税
が
32
・

５
兆
円
（
マ
イ
ナ
ス
10
・
２
％
）
、
使
途

の
自
由
な
国
か
ら
の
交
付
金
で
あ
る
地
方

交
付
税
の
法
定
率
分
（
法
定
５
税
の
一

定
割
合
）
が
7.5
兆
円
（
マ
イ
ナ
ス
32
・

５
％
）
に
な
る
な
ど
、
通
常
見
込
ま
れ
る

歳
入
は
63
・
９
兆
円
に
と
ど
ま
り
、
財
源

不
足
は
18
・
２
兆
円
と
過
去
最
大
に
達
し

た
。
こ
れ
に
対
す
る
補
て
ん
措
置
と
し
て

国
の
一
般
会
計
か
ら
の
地
方
交
付
税
加
算

が
8.1
兆
円
、
地
方
交
付
税
の
特
別
会
計
に

借
り
入
れ
た
債
務
返
済
の
繰
り
延
べ
1.1
兆

円
、
地
方
債
の
増
発
で
8.7
兆
円
と
い
う
地

財
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
全
体
の
約
４
割
を

借
金
で
ま
か
な
う
と
い
う
異
常
な
事
態
と

な
っ
た
。
し
か
も
、
地
方
債
の
う
ち
7.7
兆

円
は
地
方
交
付
税
の
代
替
財
源
で
あ
る
臨

時
財
政
対
策
債
（
以
下
「
臨
財
債
」
）
と

呼
ぶ
と
い
う
赤
字
地
方
債
で
あ
り
、
後
年

度
の
元
利
償
還
金
は
地
方
交
付
税
で
補
て

ん
さ
れ
る
と
は
い
え
、
事
実
上
、
財
源
不

足
の
多
く
を
地
方
の
自
己
負
担
で
ま
か
な

う
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
総
額
は
地
財
対
策

の
結
果
16
・
９
兆
円
と
前
年
度
に
比
べ
て

約
１
兆
円
の
増
額
が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の

実
力
（
法
定
率
分
）
は
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
7.5
兆
円
、
こ
れ
に
対
し
臨
財
債
を
含

め
た
実
質
額
は
24
・
６
兆
円
と
交
付
税
の

原
資
と
必
要
額
が
３
倍
以
上
か
い
離
し
て

い
る
。

　

地
財
対
策
の
結
果
、
使
途
の
自
由
な
一

般
財
源
（
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方

交
付
税
、
臨
財
債
等
）
の
総
額
は
59
・

４
兆
円
と
前
年
度
よ
り
も
増
額
を
確
保
し

て
い
る
が
、
そ
の
内
情
は
借
金
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

今
回
の
未
曾
有
の
財
源
不
足
の
直
接
的

な
原
因
は
、
景
気
悪
化
が
国
税
お
よ
び
地

方
税
の
急
激
な
減
少
を
も
た
ら
し
た
こ
と

に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
税
収
の
減

少
の
背
景
に
は
、
近
年
の
国
、
地
方
の
税

構
造
に
問
題
の
本
質
が
あ
る
。
た
と
え
ば

地
方
財
政
計
画
ベ
ー
ス
の
主
な
地
方
税

の
推
移
を
み
る
と
、
１
９
９
０
年
度
以

降
個
人
住
民
税
は
１
９
９
３

年
の
11
・
５
兆
円
を
ピ
ー
ク

に
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

２
０
０
６
年
度
に
は
恒
久
的

減
税
の
廃
止
、
２
０
０
７
年

度
に
は
国
か
ら
地
方
へ
の

３
兆
円
の
税
源
移
譲
に
よ
り

12
・
３
兆
円
に
上
昇
す
る
も

の
の
、
こ
う
し
た
特
殊
要
因

を
除
け
ば
そ
の
伸
び
は
鈍

い
。
ま
た
、
市
町
村
税
の
中

心
と
な
る
固
定
資
産
税
も

１
９
９
０
年
代
末
を
ピ
ー
ク
に
微
減
、
都

道
府
県
税
の
地
方
消
費
税
は
１
９
９
７
年

度
の
創
設
以
来
、
安
定
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
地
方
税
全
体
の
伸
び
を
支
え
て

い
る
の
は
法
人
住
民
税
お
よ
び
法
人
事
業

税
の
法
人
２
税
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
の

景
気
拡
大
の
ピ
ー
ク
時
に
9.2
兆
円
ま
で
伸

び
て
い
る
。
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
税

収
の
伸
び
が
主
に
法
人
２
税
に
依
存
し
て

お
り
、
地
方
税
全
体
が
景
気
変
動
に
左
右

さ
れ
や
す
い
脆
弱
な
構
造
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
は
地
方
交
付
税
の
原
資
で
あ
る
国

税
５
税
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の

主
力
と
な
る
所
得
税
が
１
９
９
２

年
度
以
降
減
少
す
る
な
か
で
、法

人
税
の
著
し
い
変
化
に
よ
っ
て

地
方
交
付
税
の
原
資
が
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
度
秋
以
降
の
世

界
不
況
に
地
方
財
政
が
巻
き
込

ま
れ
る
な
か
で
、
当
面
の
地
財

対
策
と
し
て
赤
字
地
方
債
に
依

存
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い

が
、
社
会
保
障
経
費
が
経
常
的

に
伸
び
て
い
く
な
か
で
、
地
方

財
政
の
構
造
を
見
直
さ
な
い
か

ぎ
り
状
況
は
好
転
し
な
い
だ
ろ

う
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
地

方
の
一
般
財
源
の
安
定
性
を
目

指
す
こ
と
で
あ
り
、
地
方
税
の

質
と
量
を
改
善
充
実
さ
せ
、
さ

ら
に
地
方
交
付
税
の
財
源
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
般
財
源
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
３

点
あ
る
。
第
１
に
地
方
税
の
拡
充
で
あ

る
。
現
在
、
国
と
地
方
の
歳
出
比
率
は

２
対
３
、
税
源
比
率
は
5.5
対
4.5
程
度
と
歳

出
に
対
し
て
税
が
十
分
配
分
さ
れ
て
お

ら
ず
、
国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
当
面
の
目
標
と
し

て
２
０
０
９
年
10
月
に
提
出
さ
れ
た
地

方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
第
４
次
勧
告

で
は
、
１
対
１
と
い
う
目
安
が
提
言
さ
れ

て
い
る
。
問
題
は
い
か
な
る
税
源
を
移
譲

す
る
か
で
あ
る
が
、
勧
告
で
は
偏
在
性
の

少
な
い
国
税
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お

り
、
消
費
税
か
ら
地
方
消
費
税
へ
の
移
譲

財
源
不
足
の
本
質
は

　
　
　税
の
構
造
的
要
因

一
般
財
源
の

　
　
　構
造
改
革

歳
入
の
見
通
し
ー
未
曾
有
の
財
源
不
足
ー
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２
０
１
０
年
１
月
27
日
（
水
）
三
重
県

地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
「
新
政
権

と
地
方
自
治
の
行
方
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
し
た
。
第
１
部
は
「
新
政
権
と
地

方
自
治
」
と
題
し
、
２
０
０
９
年
に
誕
生

し
た
民
主
党
政
権
に
よ
っ
て
、
今
後
地
方

を
取
り
巻
く
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
中
央
大
学
教
授

　

今
村
都
南
雄
氏
よ
り
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
。
第
２
部
は
「
新
政
権
と
地
方
財

政
」
と
題
し
、
政
権
交
代
以
後
初
め
て
の

予
算
と
な
る
２
０
１
０
年
度
当
初
予
算
が

地
方
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、(

財)

地

方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員　

高
木
健
二

氏
よ
り
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

２
０
０
９
年
９
月
に
民
主
党
政
権
が
誕

生
に
し
た
こ
と
に
伴
い
、
民
主
党
の
掲
げ

る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
う
ち
地
方
自
治
に
係

る
政
策
が
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の

か
、
予
算
は
ど
う
な
る
の
か
、
国
と
地
方

の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の

か
、
と
い
う
の
が
地
方
自
治
に
携
わ
る
者

の
実
感
で
あ
っ
た
と
思
う
。
当
セ
ン
タ
ー

に
も
そ
う
い
っ
た
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。
で
き
れ
ば
も
う
少
し
早
い
時
期
に
で

き
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
２
０
１
０
年
度
予

算
の
中
身
が
見
え
て
き
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。

　

今
回
の
講
演
内
容
で
、
や
は
り
多
く
の

こ
と
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
自
公

政
権
時
代
に
出
し
て
い
た
概
算
要
求
を
白

紙
撤
回
し
た
こ
と
、
ま
た
従
来
の
財
務
省

原
案
提
示
（
内
示
）
を
取
り
や
め
、
各
省

大
臣
級
の
復
活
折
衝
と
い
う
も
の
も
廃
止

し
、
閣
議
決
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、

余
り
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
来

財
務
省
は
あ
く
ま
で
調
整
事
務
を
行
う
こ

と
が
役
割
で
あ
り
、
い
つ
し
か
予
算
の
査

定
権
を
持
つ
か
の
ご
と
く
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
政
策

立
案
・
決
定
・
政
策
運
営
を
官
僚
主
導
型

か
ら
政
治
主
導
型
へ
の
転
換
を
図
る
民
主

党
の
意
気
込
み
を
印
象
付
け
る
も
の
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
政
策
決
定
に
つ
い
て
は
政
府

に
一
元
化
し
、
党
は
自
民
党
時
代
の
族
議

員
た
ち
の
よ
う
に
口
を
出
さ
な
い
と
言
っ

て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
与
党
が
内
閣
に
提
出
し
た
要
求
書
に

基
づ
き
決
定
さ
れ
た
事
項
が
多
く
、
一
元

化
が
う
ま
く
い
っ
た
と
言
え
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

　

予
算
編
成
の
個
別
具
体
的
な
政
策
に
つ

い
て
は
、
第
２
部
の
高
木
氏
の
講
演
で
詳

細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
は
多
く
の
政
策
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

が
、
史
上
最
大
の
財
源
不
足
と
い
う
財
政

的
な
制
約
も
あ
り
、
２
０
１
０
年
度
予
算

で
は
先
送
り
に
な
っ
た
も
の
、
盛
り
込
ま

れ
た
も
の
の
現
実
的
な
路
線
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
も
の
も
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
実
行
し
て
い
く

の
か
不
透
明
な
も
の
も
多
々
あ
る
。

　

大
き
な
注
目
を
集
め
た
子
ど
も
手
当
で

は
所
得
制
限
は
導
入
し
な
い
と
い
う
方
向

で
決
着
し
た
が
、
地
方
負
担
に
関
し
て
は

混
乱
を
招
い
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
鳩
山
総
理
自
身

「
地
方
負
担
な
し
」
と
言
っ
て
き
た
が
、

「
新
た
な
負
担
は
な
し
」
と
転
換
し
、
現

行
の
負
担 

は
継
続
し 

て
求
め
る 

こ
と
と
な 

っ
た
た
め

で
あ
る
。

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
新
政
権
と
地
方
自
治
の
行
方
」

「
新
政
権
と
地
方
自
治
の
行
方
」

自

治

講

演

会

方
税
の
偏
在
性
が
改
善
さ
れ
、
ま
た
安
定

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
一
方
で
地
方
交
付
税
の
財
源
は

さ
ら
に
不
安
定
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、

税
源
交
換
に
よ
り
地
方
交
付
税
へ
の
依
存

度
が
低
く
な
る
こ
と
で
ど
こ
ま
で
相
殺
で

き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
第
３
に
地
方
交

付
税
の
法
定
率
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。
地

財
計
画
の
財
源
不
足
の
要
因
の
一
つ
は

地
方
交
付
税
の
必
要
額
と
法
定
５
税
の
か

い
離
に
あ
る
。
地
方
交
付
税
法
第
６
条
の

３
で
は
毎
年
度
の
交
付
税
必
要
額
と
法
定

が
有
力
な
候
補
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
国
地
方
の
税
収
減
が
著
し
い

な
か
で
は
、
税
制
改
正
（
税
率
の
引
き
上

げ
）
の
際
に
増
税
分
を
ど
の
よ
う
に
分
か

ち
合
う
か
と
い
う
議
論
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
２
に
地
方
税
と
地
方
交
付
税
財
源
の
税

源
交
換
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
方
六
団
体
や

財
政
学
者
な
ど
が
提
案
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
偏
在
性
お
よ
び
変
動
の
著
し
い

地
方
法
人
２
税
の
一
部
を
地
方
交
付
税
の

財
源
の
一
つ
で
あ
る
消
費
税
の
相
当
額
と

交
換
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
地

率
分
が
一
定
期
間
に
わ
た
り
、
著
し
く
か

い
離
し
た
場
合
に
法
定
率
の
引
き
上
げ
を

含
め
た
地
方
行
財
政
改
革
を
講
じ
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う

し
た
状
況
が
近
年
続
い
て
い
る
法
定
率
を

引
き
上
げ
る
こ
と
な
く
推
移
し
て
お
り
、

毎
年
度
の
地
財
対
策
で
補
て
ん
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
務
省

の
２
０
１
０
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に

あ
た
り
、
原
口
総
務
大
臣
が
法
定
率
の
引

き
上
げ
を
表
明
し
た
こ
と
か
ら
実
現
の
期

待
が
高
ま
っ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
要
求

は
財
務
省
に
却
下
さ
れ
た
も
の
の
、
新
政

権
の
政
治
主
導
の
流
れ
の
な
か
で
、
今
後

期
待
さ
れ
る
改
革
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
国
税
の
増
税
が

伴
わ
な
い
限
り
現
実
に
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
。

　

税
制
改
革
と
い
う
と
消
費
税
議
論
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
ず
国
地
方
の
税
財
源
の
あ
り
方
を
直

ち
に
議
論
し
、
こ
の
未
曾
有
の
財
源
不
足

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。今村　都南雄 氏

政 

治 

主 

導

地
方
財
政
の
行
方
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高
校
授
業
料
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
所

得
制
限
は
設
け
な
い
こ
と
で
決
着
し
た

が
、
こ
の
交
付
方
法
に
つ
い
て
は
課
題
が

残
る
。
各
保
護
者
に
交
付
す
る
場
合
、
諸

事
情
に
よ
り
必
ず
し
も
授
業
料
等
に
使
わ

れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、

自
治
体
に
財
源
を
交
付
す
る
方
法
で
あ
っ

て
も
、
都
道
府
県
立
高
校
に
関
し
て
市
町

村
は
デ
ー
タ
を
保
持
し
て
い
な
い
た
め
、

県
を
中
心
と
し
た
議
論
が
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
十
分
な

調
整
が
必
要
と
な
る
。

　

税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
税

の
暫
定
税
率
廃
止
と
言
っ
て
い
た
が
、
財

源
不
足
の
影
響
も
あ
り
国
地
方
と
も
に
大

幅
減
収
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
現
在
の

税
率
は
実
質
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

一
方
で
、
生
活
保
護
費
の
母
子
加
算
は

12
月
よ
り
復
活
し
、
来
年
度
以
降
も
継
続

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
父
子
家

庭
へ
の
児
童
扶
養
手
当
支
給
も
開
始
の
方

向
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
自
公
政
権
時
代

に
制
度
化
さ
れ
た
介
護
職
員
処
遇
改
善
交

付
金
の
継
続
交
付
も
決
定
す
る
な
ど
、
福

祉
関
連
分
野
に
お
い
て
は
一
定
程
度
の
対

応
は
進
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

民
主
党

は
「
地
域

主
権
」
を

改
革
の
一

丁
目
一
番

地
と
し
て

い
る
。
今

村
氏
よ
り

が
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
し
、
そ
も

そ
も
住
民
は
郵
政

の
見
直
し
を
今
そ

れ
ほ
ど
強
く
望
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
実
施
す
る

か
詳
細
が
分
か
ら

な
い
政
策
に
つ
い

て
、
「
あ
と
は
地

方
で
よ
ろ
し
く
」

と
い
う
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
て
は
た

ま
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
、

法
制
化
を
目
指
し

て
い
る
国
と
地
方

の
協
議
の
場
で
議

論
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

　

今
村
氏
、
高
木

氏
と
も
に
地
方

議
会
の
重
要
性
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
主
権
戦
略
の
工
程
表
（
案
）
原

口
プ
ラ
ン
の
〈
法
制
〉
関
連
項
目
に
あ
る

よ
う
に
、
地
方
政
府
基
本
法
の
制
定
（
地

方
自
治
法
の
抜
本
的
見
直
し
）
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
法
律
に
は
原
則
だ
け
を

規
定
し
、
細
か
い
こ
と
は
地
方
の
状
況
に

応
じ
て
条
例
で
決
め
て
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、

住
民
が
重
視
す
べ
き
は
地
方
議
会
と
い
う

指
摘
の
あ
る
と
お
り
、
「
地
域
主
権
」
と

言
う
言
葉
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
そ
の
是

非
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
今
村
氏
に
よ

れ
ば
、
「
地
域
主
権
」
と
い
う
言
葉
は
民

主
党
が
初
め
て
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と

の
こ
と
。
80
年
代
に
は
「
地
方
主
権
」
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
麻
生
政
権
で
も
地

方
分
権
改
革
に
つ
い
て
「
最
終
的
に
は
地

域
主
権
型
道
州
制
を
目
指
す
」
と
発
言
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　

言
葉
の
使
い
方
と
し
て
正
し
い
か
ど
う

か
の
判
断
は
専
門
家
に
お
任
せ
す
る
と
し

て
、
そ
も
そ
も
地
方
分
権
と
は
地
方
自
治

に
と
っ
て
の
一
つ
の
手
段
で
あ
っ
て
、
目

的
で
は
な
い
。
地
方
の
こ
と
を
住
民
が
地

方
で
決
め
る
、
地
方
自
治
を
確
立
す
る
た

め
に
、
地
方
に
権
限
を
委
譲
す
る
と
い
う

方
法
を
と
る
の
で
あ
る
。
主
人
公
は
住
民

で
あ
り
住
民
が
自
治
体
を
創
る
と
い
う
点

か
ら
、
言
う
と
す
れ
ば
「
地
域
主
権
」
で

な
く
「
住
民
主
権
」
だ
と
い
う
今
村
氏
の

論
は
非
常
に
納
得
が
で
き
る
。
（
第
１
回

地
域
主
権
戦
略
会
議
の
議
事
要
旨
に
よ
れ

ば
、
鳩
山
総
理
は
「
「
国
民
主
権
」
と
同

じ
意
味
を
持
つ
」
と
述
べ
て
い
る
）

　

ま
た
市
町
村
合
併
や
道
州
制
議
論
に
お

い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
地
方
で
考
え

地
方
で
決
め
る
は
ず
の
地
方
自
治
へ
の
推

進
に
関
し
て
は
、
国
の
主
導
で
行
わ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

地
域
を
再
生
さ
せ
る
政
策
の
中
に
、
国
直

轄
事
業
に
対
す
る
地
方
負
担
金
の
廃
止

や
、
高
速
道
路
無
料
化
、
農
業
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
創
設
、
郵
政
事
業
の
抜
本

見
直
し
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
郵
政
事
業

の
抜
本
的
な
見
直
し
が
地
域
社
会
の
活
性

化
に
ど
う
寄
与
す
る
の
か
も
う
少
し
説
明

こ
と
に
な
る
。

　

県
内
自
治
体
で
は
市
町
村
合
併
か
ら
一

定
の
時
間
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
住
民
が
、
地
域

が
、
文
字
通
り
主
権
を
持
ち
え
る
に
は
、

地
方
議
会
そ
し
て
そ
れ
を
選
ぶ
住
民
に

「
主
権
の
本
人
は
自
分
だ
」
と
い
う
自
覚

が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
主
任
研
究
員　

森
川
和
敏
）

　　　 高木　健二 氏

「
住 

民 

主 

権
」

地
方
議
会
の

　
　重
要
性

（出典）地域主権戦略会議（第１回）資料より


